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　24時間以上のフライトを経て、the International 
Forum of Public University（IFPU）2009サマースクー
ルに参加するため、私は夏の日本から、冬のブラジル
にやってきました。“サマースクール”は、冬のブラ
ジルで開催されました。肌寒い空気で、気が引き締ま
りました。
　サマースクールは、ブラジルで最大の教育・研究機
関と美しく広大なキャンパスを誇るサンパウロ大学で
開催されました。
　サマースクールのテーマは、“Agroenergy and Sus
tainability”でした。Agroenergy とは、農産物から生
み出される一種の新しいエネルギーで、化石燃料に
取って代るものだと考えられていますが、二酸化炭素
排出を和らげる効果があると考えられる一方で、不透
明かつ世界環境に与える潜在的な影響のために激しい
議論を巻き起こしています。ブラジルは、バイオ燃料
の大規模な産出と消費に成功しています。従って、私た
ちは、教室で単にバイオ燃料の生産と研究について学

んだり、議論したりしただけでなく、サトウキビや大豆
からバイオ燃料を生産している工場を訪れました。
　私たちは、様々な国や研究分野からの講師陣によ
り、科学だけにとどまらず様々な分野の事を学んだ
り、議論を経験したりすることができました。10人の
外国人学生が参加し、その国籍の内訳は、日本、カナ
ダ、スイス、スペイン、イタリア、中国で、その他は
20人のブラジル人学生が参加しました。多言語・多文
化の交流は大変興味深く、英語だけでは十分ではない
と感じました。もし、スペイン語、ポルトガル語、フ
ランス語が少しでも話せたなら、もっと海外に友達が
作れるのではないかと思いました。
　時間が経つのは大変早く、あっという間に ５日間の
サマースクールは終了しました。今でも、素晴らしい講
義とブラジル人学生の温かい笑顔が忘れられません。
� （原文英語）
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　IFPUサマースクールがAGROENERGY AND SUS
TAINABILITYというテーマのもと、ブラジル・サン
パウロ大学において開かれました。AGROENERGY
とは農産物から得られるエネルギー（バイオエタノー
ル、バイオディーゼルなど）を指します。ブラジルは
その広大な国土と温暖な気候を利用し、大規模なサト
ウキビ栽培を行っており、それを原料としたバイオ
エタノールの生産量は世界の １、 ２ を争っています。
よって今回のテーマで討論を行うにはうってつけの開
催地でした。
　講義では、政治・経済・科学的側面から話がすすめ
られ、今回のテーマが広範な問題を含むことが理解で
きました。普段研究室で一日を過ごすことがほとんど
の自分にとって、バイオエタノールを実際に社会で利
用するにあたっての問題、例えばサトウキビ畑で働く
労働者や収穫方法、バイオエタノールの輸送、バイオ
エタノールのブラジル国内外における市場についての
話などは新鮮な知識でした。
　講義以外では、午前と午後に １回ずつコーヒーブレ
イクの時間を取ってあったり、昼食にも ２時間取って
あるなど、コミュニケーションを重視していることが
うかがえました。サンパウロ大学の学生は英語が堪能
で、中には日本語を流ちょうに話す学生もおり、彼ら
のコミュニケーション能力の高さを感じました。専門
的な知識や能力も必要ですが、それを発信していく技
術を身につけなければと思い知らされました。
　一つ残念だったのは、今回のサマースクールに参加
していた international students が10名程度だったこ
とです。より多様な国から多くの学生が集う事が出来
ていたならば、さらに有意義になったのではないかと
感じました。
　最後になりましたが、今回のサマースクールを通し
て大変貴重な経験をさせていただき、このような機会
を与えてくださったすべての関係諸氏に厚く御礼申し
上げます。

　AC21メンバー間の研究・教育交流の発展を促進す
るために、AC21各メンバー大学から徴収される会費
を利用して設立された AC21スペシャル・プロジェク
ト・ファンドは、第 １ 回募集が締め切られ、AC21運
営委員会による審査の結果、 ２件のプロジェクトが採
択されました。
　採択プロジェクトは、南京大学、アデレード大学及
びシドニー大学の「Sino-Australian Three University’s 
Academic Seminar on Food Safety Affected by 
Global Warming」及び、同済大学、ウォリック大学
とガジャマダ大学の「Laser Coarse-Fine Coupling 
Tracking Measurement for Robot Errors」です。これ
らのプロジェクトについては、2009年の共同研究につ
いて支援金が支給されます。プロジェクト詳細につい
ては、Newsletter Vol.9に報告が掲載される予定です。

　AC21プロジェクト・ファンドについては、毎年 ２
月末締め切りで募集を行う予定です。募集可能なプロ
ジェクトは、AC21の継続的なプロジェクトに発展す
る可能性のある、または、AC21の発展に寄与する研
究・教育・運営・国際交流に関するプロジェクトの実
施で、AC21の趣旨に沿って、AC21メンバー大学が ２
カ国 ３大学以上参加する共同プロジェクトであること
が条件になっています。来年度の募集に向けて、この
一年間で AC21メンバーとのプロジェクトの企画など
を推進することが期待されています。このプロジェク
ト・ファンドを通じて、AC21メンバー間の交流がま
すます発展していくことが期待されています。
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　近年、日本においてもダブルディグリープログラム
を始める大学が増えてきました。周知のように、ダブ
ルディグリーとは他大学で一定期間の単位取得をする
ことによって、母校と他大学の両方から学位を得るこ
とのできる仕組みのことです。この場合、互いの大学
の学術的水準、カリキュラム、授与される学位の名称、
履修期間、授業料、使用される言語などが重要な要素
となります。学位取得にまで至るという意味で、ダブ
ルディグリーは単位互換の究極の形であるといえるで
しょう。
　今のところ、わが名古屋大学には正式にダブルディ
グリープログラムと呼べるものはまだありません。第
一に、単位互換のためには成績評価の仕組みを国際標
準に合わせる必要がありますが、さまざまな理由によ
り名古屋大学ではその基礎となるGPA制度がまだ運
用されていません。第二に、ダブルディグリープログ
ラムは相手大学との互恵性によって成り立っていま
す。国際的に汎用性の高い言語（英語や中国語）で教
える授業が少ないと、海外のパートナーを探すのはど
うしても難しくなります。
　ところがすでに旧帝大においても、東北大学や九州
大学などがいくつかのダブルディグリープログラムを
実施しています。その最大のメリットは、外国のパー
トナー大学と安定した関係を築くと同時に、学生に信
頼性の高い外国の学位を取得するチャンスを提供でき
ることです。名古屋大学でもこのたび「国際化拠点整
備事業（グローバル30）」に採択されたことを皮切りに、
近い将来ダブルディグリープログラムに着手すること
が期待されています。
　そこで AC21では、2009年10月30日（金）に国際シ
ンポジウム「ダブルディグリープログラムの可能性と
戦略的展望」を開催します。その目的はAC21メンバー
大学がダブルディグリーに関する理解を深め、高等教
育における国際連携を深める手段としてダブルディグ
リープログラムを戦略的に活用する上での問題提起を
することにあります。
　基調講演者の二宮皓氏（放送大学広島学習セン
ター所長）は、長らく広島大学の国際担当副学長や
UMAP（アジア太平洋大学交流機構）の事務局次長と

して活躍され、現在は中央教育審議会の「大学グロー
バル化検討ワーキンググループ」の座長をされていま
す。今回の基調提案では、ダブルディグリー制度の本
質は何か、アジアおよび日本の大学にとってダブル
ディグリー制度の導入は何を意味するのかについて、
大所高所から論じて頂く予定です。
　引き続きラウンドテーブルセッションでは、AC21
メンバー大学が実施しているダブルディグリープログ
ラムについて紹介と意見交換を行います。まず、ウォ
リック大学（英国）にチュラロンコン大学（タイ）と
の修士プログラムについて、続いてアデレード大学
（オーストラリア）にインドネシア大学との修士プロ
グラムについて報告していただきます。全体討論で
は、AC21メンバー大学におけるダブルディグリープ
ログラムの実施状況に関する質問紙調査の結果をもと
にして議論を行う予定です。
　名古屋大学の一教員である私としては、この国際シ
ンポジウムが打ち上げ花火に終わることなく、本学の
教育分野の国際化につながることを願ってやみませ
ん。多くの方にご参加頂けることを期待しています。

記

AC21国際シンポジウム
「ダブルディグリープログラムの可能性と戦略的展望」
日　　時：2009年10月30日（金）午後 ２時～ ５時15分
場　　所：名古屋大学
　　　　　野依記念物質科学研究館 ２階講演室
基調講演：二宮　皓氏（放送大学広島学習センター所長）
ラウンドテーブルスピーカー
　　　John Taplin 氏（アデレード大学副学長）
　　　James Kennedy 氏（ウォリック大学国際部長）

備考：同シンポジウムはすべて英語で進行しますが、
同時通訳サービスを行います。どうぞ気軽にお越しい
ただければ幸いです。

　このたび、 ６ 月にケムニッツ工科大学で開催され
た、第 ３回学生世界フォーラムに、幸運にも参加する
機会がありました。ストラスブール大学訪問後、ケム

「AC21国際シンポジウム： 
ダブルディグリープログラムの 
可能性と戦略的展望」の開催

高等教育研究センター准教授
（同シンポジウム企画運営WG委員長）

近田　政博

別の視点から 

国際交流協力推進本部特任教授

Go Yoshida
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ニッツ工科大学を訪問しましたが、イギリス、フラン
ス、ハンガリー、アメリカ（筆者）出身の教員から成
る、まるで“国連”の縮小版の様な名古屋大学の訪問
団は、世界各国に散らばる19の AC21メンバー大学か
らの学生が集まるこのフォーラムを、大変楽しみにし
ていました。およそ60名もの学生が集まった時点で、
ケムニッツ工科大学がこのフォーラムの計画に際し、
多大な時間と労力を費やしたことは明らかでした。
　 ２日間フォーラムに参加して思いついた点を、以下
に述べたいと思います。はじめに申し上げたいのは、
私の意見は、決してケムニッツ工科大学が今回、どの
ようにフォーラムを運営したかということについてで
はなく、あくまで一般的な意見であり、AC21の向上
にむけてメンバー同士が協力する際の検討事項である
とお考え下さい。

フォーラム
　一般的に、フォーラムは、内容と計画という二つの
要素から成り立っています。これらは、どちらも重要
であり、まるで硬貨の表と裏のようなのですが、どち
らか一方がもう一方の犠牲になってしまうことがよく
あります。このような理由により、良いイベントだっ
たとは思うけれど…というような、後に何も続かない
一回きりのフォーラムになってしまうのです。もしく
は、見事なまでに円滑に運営されたフォーラムでも、
本質的には、単なる一つのお金をかけたネットワーキ
ングイベントになってしまったということもあるのです。
　世界中から様々な人々が一つの場所に直接集まる機
会に、何をなし得ることができるでしょうか？ 何が
参加者にとって好ましい結果でしょうか？ 学生世界
フォーラムを例にとってみましょう。フォーラムの
恩恵を第一に被るのは、参加学生です。そして、スポ
ンサー、開催大学と続き、最後にコンソーシアムのメ
ンバーとなります。これを念頭に置くと、様々な立場
の人たちにとって好ましい結果とは、一体何でしょう
か？ どうしたら、一回きりのフォーラムではなく、
後に続いていくものにすることができるでしょうか？ 
このような考えが頭の中をめぐるなか、学生の選考が
一番大切だという考えに至りました。いかなる組織、
大学、フォーラムにおいても、適した人材の選考とい
うのは鍵となります。フォーラムにおいて相応しい学
生を選考することは、大変重要です。要するに、工学
系のテーマのフォーラムには、工学部の学生の参加が
当然期待されますし、 ２年生の学生を選考すれば（も
しくは、 ３年の学部課程を採用する大学においては １
年生）、次回のフォーラムを ２年後に開催する際には、
彼らは AC21における大使の役割をはたしてくれるで

しょう。そうすれば、運営する側は、自分たちで一か
ら取り組まなくても良くなります。また、世界各国か
ら学生が集まるのであれば、フォーラムのテーマに
沿った難しい問題について公開討論を行う機会に利用
するということもできます。そして、私たちが忘れな
いために、学生達に、フォーラムで学んだり経験した
りしたことを、私たちと共有してもらうようにするの
です。

コンソーシアム
　機能的というよりも、むしろ象徴的な大学間協定が
数え切れないほど存在するように、目的や機能に事欠
いた学術コンソーシアムも存在します。学術コンソー
シアムに参加する目的は何でしょう？ このコンソー
シアムでなくては達成できないことは何でしょう？ 
私がこの事を考えたとき、航空業界の提携を思い出し
ました。提携航空会社のどれか １つの会社のメンバー
になれば、マイレージは加算され、提携会社であれば
どこでもマイルの使用ができます。旅行をする人なら
良く知っているように、航空会社の提携というのは、
利用者にとって実に機能的でメリットが大きいので
す。このように考えると、AC21のメンバー大学の学
生が、AC21のフォーラムに参加した後に、海外に留
学することができるようにし、卒業を延ばさなくても
済むように、単位互換制度を導入するというのはどう
でしょうか？ 労働力の可動性が確実に高まるなか、
他の国でインターンを経験したり、働いたりしたい学
生が、コンソーシアムのメンバー大学のどこかで、そ
れを実現できるように、各大学のキャリア開発オフィ
スを連携させる、というのはどうでしょうか？ も
し、学生にとっての機能性、利便性を第一に追求する
なら、私たちのコンソーシアムは発展するでしょう。
　私は、物事をシンプルにすることを信条としていま
すが、結局、私たちの人生はそもそも大変複雑なので
す。随分前に、ピーター・ドラッカーが、私たちの行
動すべてに関連がある、重要かつシンプルな ５つの問
題提起をしました。それらは、
１）私たちの任務は？
２）私たちの顧客は？
３）顧客が重視するものは？
４）私たちが出した結果は？
５）私たちのプランは？
　これらを念頭に置き、私は、AC21を、私たちの“顧
客”に対して、様々な価値を提供できる組織にし続け
ていくことを願います。
� （原文英語）


